
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年１１月１２日     

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣 

●
１
１
月
２
５
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
１
２
月
１
日 

１
０
時 

事
務
所 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議 

 

●
１
２
月
７
日 

１
４
時
３
０
分 

Ｌ
プ
ラ
ザ 

神
奈
川
県
共
闘
大
会 

 

命と

各支部
期
決
着
と
、
冬
季
一
時
金
の
大
幅

ア
ッ
プ
を
課
題
に
、
職
場
で
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
一
時
金
の
支
給
基
準
は
、

当
期
の
損
益
や
前
年
度
の
実
績

等
あ
る
が
、
諸
物
価
の
高
騰
が
続

１０・２０

全国一般神奈川
 

て
く
れ
た
野
中
さ
ん
を
始

め
、
準
備
を
し
て
く
れ
た

方
々
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年

も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 

（
瀧
山
） 

                全国一般神奈川

●
１
１
月
２
０
日 

１
９
時 

ヤ
ン
グ
ボ
ウ
ル 

県
共
闘
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

 

●
１
１
月
２
２
日 

１
５
時 

緑
営
業
所 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

●
１
１
月
２
２
日 

介
護
崩
壊
ス
ト
ッ
プ
！
対
政
府
交
渉 

 

●
１
１
月
２
３
日 

１
０
時
３
０
分 

波
止
場
会
館 

争
議
・
権
利
討
論
集
会 

 

●
１
１
月
２
４
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
２
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
１
１
月
２
５
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣 

と生活を守

支部・職場で
し
て
い
る
。
大
手
民
間
企
業
の
賃

金
改
善
の
恩
恵
は
、
中
小
企
業
、

福
祉
、
教
育
現
場
に
波
及
は
無

く
、
厳
し
い
春
闘
と
な
っ
て
い

る
。
賃
上
げ
減
税
は
、
収
益
を
上

げ
て
い
る
大
企
業
だ
け
に
反
映

さ
れ
、
収
益
の
上
が
ら
な
い
中
小

企
業
に
は
無
縁
の
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
秋
、
冬
に
は
２
４
春
闘
の
早

２０ 

全国一般神奈川バーベキュー大会を

歩
い
て
野
島
公
園
に
向
か

い
ま
し
た
。
当
日
は
風
も
強

く
準
備
を
し
て
い
る
と
雨

も
少
し
降
っ
て
き
ま
し
た

が
止
み
、
皆
さ
ん
も
徐
々
に

集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
子
供

た
ち
も
風
に
も
負
け
ず
、
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
皆
で
親

睦
を
深
め
、
と
て
も
美
味
し

い
料
理
を
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
食
材
を
用
意
し

て
く
れ
た
野
中
さ
ん
を
始

全国一般神奈川                    

全国一般労働組合全国協議会神奈川

発 行 

●
１
１
月
１
７
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
１
０
月
１
７
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
１
１
月
１
８
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
２
回
担
当
者
会
議 

 

●
１
１
月
１
９
日 

１
５
時
３
０
分 

本
社 

ビ
ス
テ
オ
ン
情
宣
行
動 

●
１
１
月
１
９
日 

１
７
時 

事
務
所 

ビ
ス
テ
オ
ン
会
議 

ア
セ
ッ
ク
会
議 

 

●
１
１
月
２
０
日 

１
０
時 

県
労
委 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
県
労
委
第
８
回
調
査 

●
１
１
月
２
０
日 

１
９
時 

ヤ
ン
グ
ボ
ウ
ル 

守る秋・冬闘

で取り組もう
さ
れ
、
諸
物
価
の
高
騰
は
止
ま
る

と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
実
質
賃
金

の
減
少
は
、
夏
季
一
時
金
の
支
給

月
に
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
翌

月
か
ら
ま
た
減
少
が
続
い
て
い

る
。 こ

う
し
た
中
、
全
国
一
般
神
奈

川
各
支
部
・
職
場
は
、
２
４
春
闘

の
取
り
組
み
を
粘
り
強
く
継
続

ま
た
各
職
場
で
の
人
員
不
足
、
人

手
不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
当
然
一
人
ひ
と
り
の
労

働
者
の
負
荷
が
重
く
な
っ
て
い

と
生
活
を
守
る
秋
冬
闘
を
取
り

組
も
う
！
２
４
春
闘
を
引
き
継

ぎ
、
２
５
春
闘
に
繋
げ
る
秋
冬
闘

を
取
り
組
も
う
！ 

（
沢
口
） 

を開催！ 

毎
年
恒
例
の
秋
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
に
私
は
家

族
と
妹
家
族
と
参
加
し
ま

し
た
。
朝
、
金
沢
八
景
か
ら

歩
い
て
野
島
公
園
に
向
か

                    第２９４（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
１
１
月
１
３
日 

１
８
時 

橋
本 

ア
セ
ッ
ク
団
体
交
渉 

●
１
１
月
１
３
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
１
１
月
１
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
１
１
月
１
７
日 

１
０
時 

事
務
所 

冬闘を 

もう！ 
１
１
月
も
２
０
０
品
目
以
上

の
食
料
品
の
値
上
げ
が
続
い
た
。

夏
に
か
け
て
物
価
の
高
止
ま
り

感
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
秋
、
米
の

値
上
げ
を
は
じ
め
と
し
た
食
料

品
の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
更
に
、

電
気
・
ガ
ス
等
の
値
上
げ
が
想
定

さ
れ
、
諸
物
価
の
高
騰
は
止
ま
る

き
、
実
質
賃
金
の
減
少
が
続
い
て

い
る
状
況
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

痛
ん
で
き
た
生
活
環
境
の
回
復

も
必
要
だ
。
春
闘
で
の
賃
金
改

善
、
夏
季
一
時
金
が
充
分
で
な
か

っ
た
職
場
は
、
そ
の
回
復
も
含
め

て
要
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
各
職
場
で
の
人
員
不
足
、
人

る
。
労
働
環
境
改
善
、
賃
金
改
善

は
、
職
場
の
価
値
、
魅
力
ア
ッ
プ

の
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
人
員
不

足
の
改
善
の
大
き
な
要
素
で
も

あ
る
。
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
各
職
場

の
課
題
を
整
理
し
て
、
改
善
を
要

求
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
。
命

と
生
活
を
守
る
秋
冬
闘
を
取
り



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年１１月１２日     

不当解雇を
「
人
事
考
課
が
低
い
」
と
の
回

答
で
し
た
。
更
に
昨
年
末
に
は

「
人
事
考
課
が
低
い
」
こ
と
を

理
由
に
退
職
勧
奨
を
行
い
、
Ａ

さ
ん
が
「
応
じ
ら
れ
な
い
」
と

回
答
す
る
と
解
雇
を
強
行
し

た
の
で
す
。 

し
て
く
れ
た
組
合
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
労

働
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
健
全
な
職
場
づ
く
り

の
た
め
に
、
私
た
ち
の
解
雇
撤

回
の
闘
い
に
ご
支
援
お
願
い

致
し
ま
す
。   

 

（
藤
井
） 

市
民
が
結
集
し
ま
し
た
。 

集
会
は
西
島
・
部
落
解
放
同
盟

中
央
本
部
委
員
長
か
ら
の
「
袴
田

さ
ん
の
無
罪
判
決
に
勇
気
と
勝
利

の
展
望
を
得
て
、
い
よ
い
よ
次
は

狭
山
だ
と
の
強
い
思
い
で
闘
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
ま
し
た
。
各
政
党
・
国

て
片
岡
・
部
落
解
放
同
盟
中
央
本

部
副
委
員
長
か
ら
「
再
審
闘
争
は

最
後
の
決
戦
を
迎
え
て
い
ま
す
、

再
審
法
改
正
へ
の
取
り
組
み
、
万

年
筆
の
イ
ン
ク
を
始
め
新
証
拠
の

鑑
定
・
鑑
定
人
の
証
人
尋
問
を
実

現
し
再
審
開
始
へ
向
け
全
国
で
闘

い
を
強
化
し
よ
う
！
」
と
の
基
調

同
盟
・
赤
井
書
記
長
か
ら
の
行
動

提
起
と
閉
会
の
挨
拶
・
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会

後
、
東
京
高
裁
に
対
し
「
狭
山
差

別
裁
判
糾
弾
！
再
審
開
始
を
！
」

と
訴
え
、
霞
が
関
周
辺
へ
の
デ
モ

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

（
河
野
） 

11・1 狭山再審を求

袴田さんの次は

狭山再審開始・石川

 

 

 

 

 

               全国一般神奈川

を許さない！ ビステオンは
ン
社
は
、
従
業
員
全
体
に
、
労

働
条
件
の
不
利
益
変
更
を
強

行
し
て
き
ま
し
た
が
、
唯
一
の

組
合
員
で
あ
る
Ａ
さ
ん
は
、
組

合
活
動
で
跳
ね
返
し
て
き
ま

し
た
。 

以
降
ビ
ス
テ
オ
ン
社
は
、
Ａ

さ
ん
の
賞
与
や
賃
上
げ
に
お

い
て
極
端
な
差
別
を
行
い
ま

し
た
。
組
合
が
追
及
す
る
と

「
人
事
考
課
が
低
い
」
と
の
回

た
。
１
０
月
２
１
日
の
第
５
回

期
日
に
、
裁
判
所
か
ら
証
拠
は

日
本
語
で
提
出
す
る
よ
う
に
、

と
の
注
意
が
あ
る
も
、
会
社
は

開
き
直
る
始
末
で
す
。 

組
合
は
１
０
月
２
９
日
に

横
浜
駅
東
口
で
モ
ニ
タ
ー
を

使
用
し
た
不
当
解
雇
撤
回
の

ビ
ラ
撒
き
を
行
い
ま
し
た
。
寒

い
雨
の
中
、
ビ
ラ
撒
き
に
参
加

し
て
く
れ
た
組
合
の
皆
様
あ

も
の
で
し
た
。
当
日
の
天
候

は
晴
れ
、
波
は
お
だ
や
か
で

海
上
か
ら
艦
船
を
見
る
に
は

ど
数
十
隻
が
停
泊
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
弾
薬
庫
か
ら
艦
船

題
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し

た
。
（
佐
藤
） 

１
１
月
１
日
、
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
に
お
い
て
狭
山
再
審
を
求
め

る
市
民
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
に
は
９
月
２
６
日
袴
田

さ
ん
の
再
審
・
無
罪
判
決
を
受
け
、

「
次
は
石
川
さ
ん
だ
！
」
と
狭
山

再
審
開
始
を
勝
ち
取
ろ
う
と
全
国

か
ら
多
く
の
部
落
大
衆
、
労
働
者
、

市
民
が
結
集
し
ま
し
た
。 

会
議
員
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

石
川
一
雄
さ
ん
・
石
川
早
智
子
さ

ん
か
ら
「
私
の
元
気
な
間
に
無
罪

を
勝
ち
取
る
！ 

さ
ら
な
る
ご
支

援
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
力
強
い

決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て

狭
山
弁
護
団
か
ら
裁
判
の
進
行
状

況
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
片
岡
・
部
落
解
放
同
盟
中
央
本

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
連
帯
ア

ピ
ー
ル
で
は
、
袴
田
巌
さ
ん
の
お

姉
さ
ん
・
袴
田
ひ
で
子
さ
ん
か
ら

「
無
罪
が
確
定
し
ま
し
た
、
今
度

は
石
川
さ
ん
で
す
、
石
川
さ
ん
の

支
援
を
！
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

集
会
は
、
「
集
会
ア
ピ
ー
ル
」

が
採
択
さ
れ
、
最
後
に
部
落
解
放

同
盟
・
赤
井
書
記
長
か
ら
の
行
動

求める市民集会開催！ 

は石川さんだ！  

石川さんの無罪を！  

政
治
か
ら
、
平
和
で
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
求
め
る

集
会
で
し
た
。
先
の
選
挙
で

０
名
が
憲
法
改
正
反
対
、
戦

争
反
対
即
時
停
戦
を
再
確
認

し
た
集
会
で
し
た
。
（
佐
藤
） 

全国一般神奈川                    

ビステオンは解雇を
ア
無
視
の
対
応
か
ら
解
雇へ 

ビ
ス
テ
オ
ン
社
は
、
２
０
１

４
年
に
Ｍ
＆
Ａ
で
ジ
ョ
ン
ソ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
株
式
会
社

か
ら
電
子
事
業
部
の
事
業
譲

渡
を
受
け
、
当
労
組
組
合
員
Ａ

さ
ん
も
移
籍
し
ま
し
た
。
移
籍

後
、
Ａ
さ
ん
は
順
調
に
働
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
ビ
ス
テ
オ

ン
社
は
、
従
業
員
全
体
に
、
労

降
「
人
事
考
課
が
低
い
」
と
の

従
来
主
張
を
一
変
さ
せ
て
、
Ｍ

＆
Ａ
に
よ
る
２
０
１
４
年
の

転
籍
前
の
２
０
１
２
年
か
ら

「
人
事
考
課
が
低
い
」
へ
と
主

張
を
変
更
し
て
き
ま
し
た
。
陳

述
書
は
証
拠
に
不
足
が
あ
り
、

ま
た
英
語
の
証
拠
は
日
本
語

の
意
訳
も
不
足
が
あ
り
ま
し

た
。
１
０
月
２
１
日
の
第
５
回

県
共
闘
は
、
第
３
回
平
和

学
習
会
を
１
０
月
６
日
開
催

ま
し
た
。
こ
の
日
の
企
画
は
、

座
学
で
は
な
く
横
須
賀
港
内

に
停
泊
す
る
艦
船
を
海
上
か

ら
見
学
・
学
習
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
当
日
の
天
候

が
埠
頭
に
停
泊
し
、
そ
の
直

下
ま
で
ボ
ー
ト
で
迫
り
、
そ

の
巨
大
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
で
ど
れ
く
ら
い

の
巨
額
が
投
入
さ
れ
て
い
る

の
か
と
つ
い
口
か
ら
こ
ぼ

れ
、
東
日
本
震
災
、
能
登
震

災
で
生
活
を
立
て
直
す
の
に

努
力
し
て
い
る
姿
が
頭
を
よ

ぎ
り
ま
し
た
。
港
内
に
は
潜

水
艦
、
イ
ー
ジ
ス
艦
な
ど
な

ど
数
十
隻
が
停
泊
し
て
い
ま

軍
港
の
歴
史
、
港
湾
法
な
ど

に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し

て
い
た
だ
き
、
基
地
の
実
態

を
よ
り
深
く
学
ぶ
な
ど
充
実

し
た
学
習
会
で
し
た
。
横
浜

の
す
ぐ
そ
ば
に
巨
大
基
地
が

存
在
す
る
こ
と
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
学

習
会
を
経
て
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ

ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
戦
争
が
他

人
事
で
は
な
く
、
自
ら
の
問

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ

た
１
１
月
３
日
「
国
会
前
大

行
動
」
と
銘
打
っ
て
集
会
が

開
催
さ
れ
、
県
共
闘
の
仲
間

と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
が
旗
や
プ
ラ
カ
ー
ド
に

よ
る
ア
ピ
ー
ル
で
、
憲
法
改

悪
や
戦
争
す
る
国
つ
く
り
の

政
治
か
ら
、
平
和
で
人
権
が

る
社
会
を
目
指
す
政
治
を
取

り
戻
す
一
歩
と
な
り
う
る
絶

好
の
機
会
に
開
催
さ
れ
た
集

会
で
し
た
。
多
く
の
政
党
か

ら
の
熱
い
連
帯
の
挨
拶
が
あ

り
、
参
加
者
は
そ
の
声
に
耳

を
傾
け
、
う
な
ず
き
、
決
意

を
確
認
。
最
後
に
コ
ー
ル
を

唱
和
し
集
会
は
終
了
し
ま
し

た
。
太
陽
に
照
ら
さ
れ
た
国

会
議
事
堂
を
前
に
、
２
３
０

０
名
が
憲
法
改
正
反
対
、
戦
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を撤回せよ！   

私
た
ち
は
、
日
産
を
は
じ
め

と
す
る
自
動
車
会
社
に
部
品

を
納
品
し
て
い
る
、
ビ
ス
テ
オ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
に
お

け
る
解
雇
撤
回
闘
争
を
闘
っ

て
い
ま
す
。 

２
１
年
３
月
賞
与
か
ら
突
如
評

価
を
一
変
さ
せ
、
以
降
キ
ャ
リ

裁
判
と
抗
議
行
動
で
、
解
雇
撤

回・
職
場
復
帰
ま
で
闘
い
ま
す 

Ａ
さ
ん
は
横
浜
地
裁
に
解

雇
不
当
の
裁
判
を
今
年
の
１

月
２
９
日
に
提
訴
し
ま
し
た
。

９
月
２
日
の
第
４
回
期
日
で

会
社
は
陳
述
書
を
提
出
し
、
そ

の
な
か
で
２
２
年
の
降
格
以

最
良
の
日
で
し
た
。
学
習
会

に
は
、
総
勢
１
３
名
が
参
加
、

約
１
時
間
の
船
上
見
学
が
出

来
ま
し
た
。
港
内
に
は
、
護

衛
艦
と
言
う
空
母
「
い
ず
も
」

が
埠
頭
に
停
泊
し
、
そ
の
直

巨
大
な
「
い
ず
も
」
に
、
つ
い
声
が
漏
れ
た
！ 

横
須
賀
軍
港
海
上
見
学
・
学
習
会
参
加 

に
弾
薬
を
運
ぶ
船
や
オ
イ
ル

を
運
ぶ
船
な
ど
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
寄
港
後
は
、

ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
前
で
、
平
和

船
団
の
仲
間
か
ら
、
横
須
賀

軍
港
の
歴
史
、
港
湾
法
な
ど

国
会
前
集
会
開
催
２
３
０
０
人
結
集 

与
党
が
、
裏
金
問
題
や
統
一

教
会
問
題
で
人
々
の
信
頼
を

失
い
、
過
半
数
割
れ
が
明
ら

か
と
な
っ
て
以
降
に
開
催
さ

れ
た
集
会
で
、
こ
れ
ま
で
の

政
治
か
ら
、
平
和
へ
、
そ
し

て
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ


